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これまでの取り組み
　２００４年１月、９年ぶりにチスジノリ（配偶体）が再発見されて、科学部では水質調査を行い
生育する条件を探った（２００４年３月～２００６年７月）。そして人為的に生えやすい条件を作って
（「川を磨き・耕す」）チスジノリが生育するか研究した（２００５年９月～２００６年７月）。その後配
偶体が多数出現したので配偶体と流速の関係を調査した（２００６年１２月～２００７年６月）。また、チ
スジノリ現地見学会を２００７年３月と２００８年３月に科学部主催で開催した。
シャントランシア体（胞子体）の密度調査と配偶体調査
　（目的）チスジノリの生活環で最も謎が多いシャントランシア体（胞子体）と配偶体の関係
を探るため、シャントランシア体の生息状況を詳しく調べることにした。〔シャントランシア体を計数〕

　（調査方法）今まで配偶体が多く見られた安室川の河鹿橋下、安室橋下、クリー
ンセンター横の３地点で流速、水深、日射量等の異なる場所ごとに、河鹿橋は
Ａ、Ｂ、Ｃ、安室橋はＡ、Ｂ、クリーンセンター横はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、に調査
地点を設定した。そして、それぞれの地点で２ｍ×２ｍの枠内のこぶし大以上のレキを無作
為に１０個取り上げ、シャントランシア体の最も多い所に３㎝×３㎝の枠を当てて数を数えた。
その平均を出したのが下のグラフである。

　（結果）〔シャントランシア体数調査結果と水量、配偶体数との関係〕

まとめ
　２００８年は梅雨に出水が多く、夏場のシャントランシア体数が多かった。１０月１１日のピークは
８月３０日の出水によるものと考えられる。一方２００９年は梅雨に出水が少なく夏場のシャントラ
ンシア体数が少なかった。このように出水とシャントランシア体数の増減とが対応し、出水で
川底のレキ表面がきれいになることでシャントランシア体が増加できると考えられる。
　また、２００８年のようにシャントランシア体が多いときは冬場の配偶体の出現が少なく（２株）、
２００９年のようにシャントランシア体数が少ないときは冬場の配偶体が多くなることも分かった。
これはさらに経年観察が必要であるが、２００９年はチスジノリにとって生育環境が悪く（シャン
トランシア期の無性生殖が不調）危機的な状況であったため、配偶体をつくり子孫を残そうと
したためではないかと考えられる。 
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